
三三 三三
重重 重重
県県 県県
でで でで
はは はは
、、 、、
野野 野野
生生 生生
獣獣 獣獣

にに にに
よよ よよ
るる るる
農農 農農
林林 林林
水水 水水
産産 産産
物物 物物
のの のの
被被 被被
害害 害害

がが がが
増増 増増
加加 加加
しし しし
てて てて
いい いい
るる るる
ここ ここ
とと とと
をを をを
踏踏 踏踏

まま まま
ええ ええ
、、 、、
９９ ９９
月月 月月

1111日日 日日
～～ ～～

9999月月 月月

33330000

日日 日日
まま まま
でで でで
をを をを
『『 『『
野野 野野
生生 生生
鳥鳥 鳥鳥
獣獣 獣獣
にに にに
よよ よよ

るる るる
農農 農農
林林 林林
水水 水水
産産 産産
物物 物物
へへ へへ
のの のの
被被 被被
害害 害害
にに にに

つつ つつ
いい いい
てて てて
考考 考考
ええ ええ
るる るる
月月 月月
間間 間間
』』 』』
とと とと
定定 定定

めめ めめ
てて てて
いい いい
まま まま
すす すす
。。 。。

因
み
に
、
平
成
２
１
年
度

の
三
重
県
の
被
害
総
額
は
約

７
億
８
千
万
円
。
そ
の
う
ち

サ
ル
は
１
億
４
千
万
円
で
全

国
ワ
ー
ス
ト
２
位
。
鹿
は
１

億
４
千
万
円
で
全
国
ワ
ー
ス

ト
６
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
見
出
し
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
志
摩
市
「
合
歓
の
郷
」

で
開
催
さ
れ
、
９
月
１
６
日

名
張
市
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

を
提
供
し
て
頂
き
、
市
職
員
、

獣
害
対
策
関
係
の
皆
さ
ん
と

「
写
真
＝
知
事
開
会
挨
拶
」

一
緒
に
、
私
も
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場

「
合
歓
の
郷
」
の
ホ
ー
ル
に

は
、
議
会
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
知
事
も
出
席
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
フ
オ
ー
ラ
ム

は
１
５
日
と
１
６
日
の
二
日

間
開
催
さ
れ
延
べ
７
７
０
人

が
受
講
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

三
重
県
各
地
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
他
県
か
ら
の
参
加

も
あ
り
、
獣
害
に
つ
い
て
の

関
心
の
深
さ
を
痛
感
し
た
次

第
で
す
。

講
演
概
要
。
（
講
演
順
）

『『 『『
人人 人人
とと とと
野野 野野
生生 生生
獣獣 獣獣
とと とと
のの のの
関関 関関

わわ わわ
りり りり
今今 今今
とと とと
昔昔 昔昔
』』 』』

なな なな
ぜぜ ぜぜ
獣獣 獣獣
害害 害害
がが がが
増増 増増
ええ ええ
たた たた
のの のの

かか かか三
重
県
環
境
学
習
情
報
セ
ン

タ
ー
長

木
村

京
子

里
山
の
多
く
は
人
口
の
減

少
や
高
齢
化
の
進
行
、
生
活

様
式
の
大
き
な
変
化
に
よ
り
、

里
山
の
利
用
を
通
じ
た
自
然

資
源
の
利
用
が
少
な
く
な
る

こ
と
で
、
大
き
な
環
境
変
化

を
受
け
、
里
山
は
荒
廃
し
里

山
で
人
を
見
か
け
る
こ
と
が

少
な
く
な
り
ま
し
た
。

山
の
荒
廃
、
天
敵
ニ
ホ
ン

オ
オ
カ
ミ
の
絶
滅
ま
た
、
地

球
温
暖
化
、
狩
猟
者
の
減
少

等
が
獣
害
の
拡
大
の
大
き
な

原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

『『 『『
野野 野野
生生 生生
鳥鳥 鳥鳥
獣獣 獣獣
にに にに
よよ よよ
るる るる
被被 被被

害害 害害
状状 状状
況況 況況
』』 』』

三
重
県
環
境
森
林
部
自
然
環

境
室

野
生
生
物
グ
ル
ー
プ

副
室
長

小
倉

康
伸

い
ず
れ
の
種
も
、
個
体
数
・

被
害
状
況
は
右
肩
上
が
り
で

増
加
現
象
に
あ
り
、
そ
の
反

面
、
狩
猟
人
口
は
、
急
激
な

右
肩
下
が
り
で
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

被被 被被
害害 害害
がが がが
増増 増増
加加 加加
しし しし
たた たた
理理 理理
由由 由由

□
野
生
獣
が
、
人
を
恐
れ
な

く
な
り
里
に
お
り
た
。

□
気
象
条
件
の
変
化
、
特
に

冬
の
気
温
が
上
昇
し
降
雪
減

少
。

□
里
に
安
全
で
栄
養
価
の
高

い
食
べ
物
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

□
栄
養
状
態
が
良
く
な
っ
た

こ
と
に
よ
る
増
加
率
上
昇
。

（
幼
獣
の
死
亡
率
低
下
、
早

熟
化
、
晩
年
ま
で
出
産
）

保保 保保
護護 護護
管管 管管
理理 理理
のの のの
目目 目目
標標 標標

（
ニ
ホ
ン
シ
カ
）

狩
猟
を
有
効
に
活
用
し
効

果
的
な
個
体
数
調
整
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
自
然
埴
生
や

農
林
業
被
害
を
軽
減
す
る
。

□
自
然
埴
生
に
あ
ま
り
目
立
っ

た
影
響
が
で
な
い
密
度
。

3

～

5頭
／
平
方
キ
ロ
以
下

□
農
林
業
被
害
が
あ
ま
り
大

き
く
な
ら
な
い
密
度
。

1～

2頭
／
平
方
キ
ロ
以
下

全
区
域
で
概
ね

3頭
／
平

方
キ
ロ
程
度
と
す
る
。

県
内
全
域
で
１
０
，
０
０

０
頭
以
下
に
す
る
。

特特 特特
定定 定定
鳥鳥 鳥鳥
獣獣 獣獣
保保 保保
護護 護護
管管 管管
理理 理理
計計 計計
画画 画画

（
イ
ノ
シ
シ
）

□
計
画
の
期
間

平
成

23年
1月

14日
～
平
成

24年

3月

31日

□
保
護
管
理
目
標

農
林
産
物
被
害
額
を
保
護

管
理
の
目
標
と
し
、
被
害
金

額
を
過
去

10年
間
で
一
番
低

い
額
で
あ
る

7千

6百
万
円

（
平
成

18年
度
）
ま
で
に
抑

え
る
。

□
捕
獲
計
画

被
害
を
軽
減
さ
せ
る
た
め

に
は
、
生
息
数
を
減
ら
す
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
狩
猟
に

よ
る
捕
獲
頭
数
を
年
間
６
，

７
０
０
頭
に
す
る
。

特特 特特
定定 定定
鳥鳥 鳥鳥
獣獣 獣獣
保保 保保
護護 護護
管管 管管
理理 理理
計計 計計
画画 画画

（
ニ
ホ
ン
シ
カ
・
第
２
期
）

□
計
画
策
定
の
背
景
及
び
目

的・
背
景

第

1期
計
画
で
は

台
高
山
地
及
び
伊
勢
志
摩
で

管
理農
林
業
被
害
が
減
少
し
な

い
。

生
態
系
に
及
ぼ
す
影
響
も

大
き
い
。

県
内
全
域
で
生
息
密
度
が

高
く
な
っ
た
。

・
目
的

農
林
業
被
害
と
生

態
系
へ
の
影
響
を
軽
減
す
る
。

□
保
護
管
理
す
べ
き
鳥
獣
の

種
類

ニ
ホ
ン
ジ
カ

□
計
画
の
期
間

平
成

19年

4月

1日
～

成

24年

3月

31日

個個 個個
体体 体体
数数 数数
調調 調調
整整 整整
にに にに
関関 関関
すす すす
るる るる
事事 事事
項項 項項

・
効
果
が
表
れ
や
す
い
メ
ス

ジ
カ
の
捕
獲
を
主
体
的
に
実

施
。1

メ
ス
ジ
カ
の
狩
猟
禁
止

の
解
除

2

捕
獲
数
の
制
限
の
緩
和

１
日
当
た
り
の
捕
獲
制
限
を

３
頭
（
オ
ス
の
上
限
は
１
頭

と
す
る
）
す
る
。

3

許
可
捕
獲
に
お
け
る
メ

ス
ジ
カ
捕
獲
の
促
進

以
上
に
よ
り
オ
ス
ジ
カ
に
偏
っ

た
捕
獲
状
況
を
オ
ス
・
メ
ス

の
捕
獲
比
率
を
約
４
対

6ま

で
是
正
す
る
。

『『 『『
三三 三三
重重 重重
県県 県県
のの のの
獣獣 獣獣
害害 害害
対対 対対
策策 策策

のの のの
取取 取取
りり りり
組組 組組
みみ みみ
』』 』』

三
重
県
農
水
商
工
部

参
事

赤
松
斉

なな なな
ぜぜ ぜぜ
被被 被被
害害 害害
がが がが
増増 増増
ええ ええ
てて てて
きき きき
たた たた

のの のの
かか かか
？？ ？？

●
大
規
模
開
発
や
人
工
林
化

に
よ
り
生
息
環
境
が
変
化
。

●
農
山
村
地
域
の
活
力
低
下
。

●
温
暖
化
に
よ
り
棲
息
拡
大
。

●
狩
猟
者
の
減
少
。

●
野
生
鳥
獣
を
科
学
的
な
知

見
に
基
づ
き
的
確
に
管
理
す

る
仕
組
み
が
近
年
ま
で
未
整

備
で
あ
っ
た
。

獣獣 獣獣
害害 害害
対対 対対
策策 策策
５５ ５５
箇箇 箇箇
条条 条条

●
エ
サ
場
を
無
く
す
。

●
隠
れ
場
所
を
無
く
す
。

●
出
来
る
限
り
囲
う
。

●
追
い
払
う
。

●
適
切
に
捕
獲
。

獣獣 獣獣
害害 害害
にに にに
強強 強強
いい いい
集集 集集
落落 落落
とと とと
はは はは

①
獣
害
に
つ
い
て
集
落
の
合

意
形
成
が
で
き
て
い
る
。

②
獣
害
対
策
を
実
施
す
る
組

織
が
あ
る
。

③
連
続
し
て
被
害
対
策
や
協

議
が
行
わ
れ
て
い
る
。

④
被
害
や
対
策
の
状
況
が
具

体
的
に
把
握
出
来
て
い
る
。

『『 『『
集集 集集
落落 落落
のの のの
取取 取取
りり りり
組組 組組
みみ みみ
』』 』』

下
阿
波
地
区
代
表米
岡

道
雄

継継 継継
続続 続続
はは はは
力力 力力
なな なな
りり りり
！！ ！！

獣
害
対
策
は
根
気
よ
く
続

け
る
こ
と
が
大
切
。

今今 今今
後後 後後
のの のの
課課 課課
題題 題題

●
獣
害
対
策
を
地
域
全
体
に

広
げ
、
点
か
ら
面
に
展
開
し

て
い
く
。

●
新
種
の
獣
害
ア
ラ
イ
グ
マ
・

ヌ
ー
ト
リ
ア
等
の
対
応
対
策
。

『『 『『
鹿鹿 鹿鹿
肉肉 肉肉
・・ ・・
猪猪 猪猪
肉肉 肉肉
のの のの
利利 利利
用用 用用

活活 活活
用用 用用
のの のの
取取 取取
りり りり
組組 組組
みみ みみ
』』 』』

度
会
町
商
工
会
事
務
局
長

山
北

佳
宏

始始 始始
めめ めめ
たた たた
きき きき
っっ っっ
かか かか
けけ けけ
とと とと
目目 目目
的的 的的

度
会
町
は
、
山
林
率
８
０

％
人
口
９
，
０
０
０
人
の
典

型
的
な
中
山
間
地
域
。

当
地
区
も
例
に
漏
れ
ず
猪
・

鹿
の
獣
害
が
深
刻
化
し
お
り
、

こ
の
マ
イ
ナ
ス
の
地
域
資
源

を
プ
ラ
ス
の
地
域
資
源
と
し

て
活
用
し
、
新
た
な
食
の
連

携
事
業
を
起
業
す
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
経
済
の
振
興
を

図
り
、
衰
退
し
た
農
林
水
産

業
や
一
次
産
品
加
工
業
等
の

地
域
産
業
を
、
食
の
ブ
ラ
ン

ド
づ
く
り
に
よ
り
地
域
再
生

を
図
り
た
い
。

今
後
は
、
獣
肉
の
マ
イ
ナ

ス
面
を
改
善
し
、
新
商
品
開

発
に
取
り
組
む
。

『『 『『
ニニ ニニ
ホホ ホホ
ンン ンン
シシ シシ
カカ カカ
がが がが
増増 増増
ええ ええ

たた たた
らら らら
』』 』』

自
然
観
察
指
導
員

木
原

寿
代

自自 自自
然然 然然
観観 観観
察察 察察
指指 指指
導導 導導
員員 員員
がが がが
目目 目目
指指 指指
すす すす

もも もも
のの のの自
然
環
境
の
豊
か
さ
（
生

物
多
様
性
）
と
は
、
単
に
生

き
物
の
種
類
が
多
い
と
言
う

こ
と
で
は
な
く
、
自
然
の
恵

み
を
将
来
に
亘
っ
て
得
る
こ

と
が
出
来
る
と
い
う
豊
か
さ

で
す
。

こ
の
豊
か
さ
を
守
る
た
め

に
、
こ
れ
ま
で
の
人
と
自
然

の
関
わ
り
を
見
つ
め
直
し
、

自
然
の
仕
組
み
を
尊
重
し
、

持
続
的
な
社
会
づ
く
り
を
目

指
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

野野 野野
生生 生生
獣獣 獣獣
のの のの
存存 存存
在在 在在

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
、
サ
ル

は
日
本
を
代
表
す
る
野
生
動

物
で
あ
り
。
生
態
系
の
重
要

な
構
成
員
で
あ
る
。
野
生
獣

の
存
在
が
人
に
と
っ
て
好
ま

し
い
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、

人
と
野
生
獣
と
の
間
に
は
普

遍
的
な
緊
張
感
が
存
在
し
て

き
た
。

シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
は
本
来
、

先
人
達
が
持
続
的
に
利
用
し

て
き
た
貴
重
な
自
然
資
源
で

あ
る
。
持
続
的
に
利
用
す
る

こ
と
で
地
域
の
生
物
多
様
性

は
守
ら
れ
バ
ラ
ン
ス
が
保
た

れ
て
き
た
。

自自 自自
然然 然然
保保 保保
護護 護護
のの のの
多多 多多
様様 様様
化化 化化

日
本
に
於
い
て
自
然
保
護

と
言
う
考
え
方
が
本
格
的
に

注
目
を
集
め
始
め
た
の
は
１

９
７
０
年
代
以
降
で
あ
る
。

以
来
、
一
般
論
と
し
て
の

自
然
保
護
の
正
当
性
に
つ
い

て
は
定
着
し
て
い
る
。
し
か

し
、
昨
今
、
自
然
保
護
の
課

題
は
あ
ら
ゆ
る
次
元
で
多
様

化
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
中
で

も
野
生
獣
の
問
題
は
従
来
の

自
然
保
護
と
分
け
て
考
え
る

時
代
に
な
っ
て
い
る
。

「「 「「
日日 日日
本本 本本
紅紅 紅紅
班班 班班
熱熱 熱熱
」」 」」

野
生
獣
が
媒
介
体
で
あ
る

マ
ダ
ニ
類
を
運
ん
で
く
る
。

分
布
域
が
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。

シシ シシ
カカ カカ
がが がが
食食 食食
べべ べべ
なな なな
いい いい
植植 植植
物物 物物

現
在
シ
カ
が
食
べ
な
い
と

言
わ
れ
て
い
る
毒
を
も
つ
植

物
に
ア
セ
ビ
・
ト
リ
カ
ブ
ト
・

バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
な
ど
が
あ
る
。

自自 自自
然然 然然
とと とと
のの のの
関関 関関
わわ わわ
りり りり
のの のの
再再 再再
構構 構構
築築 築築

先
人
達
の
自
然
の
関
わ
り

の
歴
史
を
深
く
知
り
、
そ
れ

を
参
考
に
し
つ
つ
持
続
可
能

な
形
で
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ

い
の
活
動
を
再
構
築
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

『『 『『
林林 林林
業業 業業
にに にに
於於 於於
けけ けけ
るる るる
ニニ ニニ
ホホ ホホ

ンン ンン
シシ シシ
カカ カカ
のの のの
被被 被被
害害 害害
対対 対対
策策 策策
にに にに

つつ つつ
いい いい
てて てて
』』 』』

三
重
県
林
業
研
究
所

主
任
研
究
員
福
本
浩
士

スス スス
ギギ ギギ
･･ ･･
ヒヒ ヒヒ
ノノ ノノ
キキ キキ
植植 植植
ええ ええ
付付 付付
けけ けけ
立立 立立

木木 木木
のの のの
獣獣 獣獣
害害 害害
予予 予予
防防 防防

（
吉
野
林
業
全
集
よ
り
）

獣
害
は
、
ど
の
地
方
に
も

な
い
所
は
な
い
。

猪
は
苗
根
を
掘
り
起
こ
し
、

鹿
は
芽
を
食
い
、
又
、
角
で

幹
の
皮
を
む
き
、

兎
は
芯
を
か
み
切
り
、

鼠
は
苗
根
の
皮
を
は
ぐ
、

等
、
そ
の
被
害
は
甚
大
で
あ

る
。

そ
の
た
め
、
獣
害
を
み
つ
け

た
ら
直
ち
に
そ
れ
を
予
防
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
づ
、
猪
害
を
防
ぐ
に
は
、

植
付
け
に
先
立
ち
、
そ
の
土

地
の
周
囲
に
高
さ
六
尺
余
の

木
柵
（
ク
リ
又
は
杉
・
檜
）

を
ヒ
カ
ワ
（
檜
皮
）
か
ク
ズ
、

フ
ジ
ヅ
ル
で
く
く
る
。

鹿
、
兎
の
害
を
防
ぐ
に
は
、

苗
木
の
周
囲
に
、
雑
木
の
枝

葉
二
、
三
尺
ば
か
り
の
も

の
を
立
て
～
こ
れ
を
覆
い
、

さ
ら
に
立
木
の
場
合
は
、
幹

を
櫓
皮
で
地
上
か
ら
二
、
三

尺
ば
か
り
巻
い
て
防
ぐ
（
櫓

皮
で
巻
く
時
は
雑
草
か
、
又

は
杉
・
檜
の
枝
葉
を
添
え
て

巻
く
と
よ
い
）
。

又
、
鼠
の
害
の
甚
だ
し
い
時

は
、
た
び
た
び
下
草
を
刈
り

倒
し
、
苗
木
の
根
元
に
巻
き

付
け
て
お
く
と
よ
い
。

獣
害
の
予
防
に
は
特
に
注
意

す
べ
き
で
あ
る
。

「「 「「
デデ デデ
ィィ ィィ
アア アア
・・ ・・
ララ ララ
イイ イイ
ンン ンン
」」 」」

（
鹿
摂
食
線
）

樹
林
の
下
１
９
０
～
１
９

５
㌢
位
ま
で
の
高
さ
の
下
枝

や
下
草
が
な
く
、
遠
く
ま
で

見
通
し
が
よ
く
な
っ
て
い
る

状
態
。
こ
の
景
観
は
、
シ

カ
が
立
ち
上
が
り
、
と
ど
く

範
囲
の
の
下
層
植
生
や
下
枝

を
食
べ
る
た
め
に
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
山
が
増
え
て

い
ま
す
。

『『 『『
ニニ ニニ
ホホ ホホ
ンン ンン
ササ ササ
ルル ルル
とと とと
共共 共共
生生 生生

しし しし
つつ つつ
つつ つつ
被被 被被
害害 害害
をを をを
無無 無無
くく くく
すす すす
』』 』』

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ
ル
ど
こ
ネ
ッ

ト

鈴
木
義
久

サ
ル
ど
こ
ネ
ッ
ト
は
、
三

重
県
で
多
く
活
用
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
は
対
象
鳥
獣
も

増
や
し
、
平
成
２
３
年
１
１

月
頃
か
ら
全
国
対
応
版
の
運

用
開
始
を
予
定
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
期
待
し
て
い
ま
す
。

『『 『『
農農 農農
業業 業業
にに にに
おお おお
けけ けけ
るる るる
野野 野野
生生 生生

獣獣 獣獣
のの のの
被被 被被
害害 害害
対対 対対
策策 策策
にに にに
つつ つつ
いい いい

てて てて
』』 』』

三
重
県
農
業
研
究
所

主
任
研
究
員

山
端

直
人

野野 野野
生生 生生
獣獣 獣獣
のの のの
被被 被被
害害 害害
対対 対対
策策 策策

●
エ
サ
場
を
無
く
す
。

（
人
が
被
害
と
思
わ
な
い

「
エ
サ
」
が
あ
る
）

●
正
し
く
囲
う
。

（
正
し
く
囲
え
て
い
な
い
。

「
無
防
備
」
（
そ
れ
以
前
の

問
題
）

●
正
し
い
追
い
払
い
。

●
隠
れ
場
所
を
少
な
く
す
る
。

「
集集 集集
落落 落落
をを をを
一一 一一
つつ つつ
のの のの
農農 農農
地地 地地

とと とと
意意 意意
識識 識識
しし しし
、、 、、
ササ ササ
ルル ルル
をを をを
見見 見見

たた たた
らら らら
自自 自自
分分 分分
のの のの
農農 農農
地地 地地
以以 以以
外外 外外

でで でで
もも もも
集集 集集
落落 落落
かか かか
らら らら
出出 出出
てて てて
行行 行行

くく くく
まま まま
でで でで
追追 追追
いい いい
払払 払払
うう うう
」」 」」
。。 。。

獣
害
対
策
の
基
本
で
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
概
要

「
お
わ
り
」
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野野 野野
生生 生生
鳥鳥 鳥鳥
獣獣 獣獣
にに にに
よよ よよ
るる るる
農農 農農
林林 林林
水水 水水
産産 産産

物物 物物
へへ へへ
のの のの
被被 被被
害害 害害
にに にに
つつ つつ
いい いい
てて てて
考考 考考
ええ ええ

るる るる

フフ フフ
ォォ ォォ
ーー ーー
ララ ララ
ムム ムム
にに にに
参参 参参
加加 加加
しし しし
てて てて

里里里里山山山山ととととはははは、、、、原生的な奥山と集落との中間に位

置し、農地、ため池、草原などで構成される地域

です。農林業などに伴うさまざま人間の働きかけ

を通じて環境が形成・維持されてきました。

また、野生動物との棲み分けの緩衝地帯として

の役目も果たしてきました。そして食料や木材な

ど自然資源の供給源でもありました。

山山山山にににに人人人人がががが行行行行かかかかななななくくくくななななっっっったたたた理理理理由由由由
○林産業の衰退。

○生活様式の変化＝燃料が薪炭～電気、ガス化。

○化学肥料で、山草、落葉が不要になった。

○獣肉を利用しなくなった。

○農業施設のコンクリート化（省力化）

○過疎化の進展。

農農 農農
耕耕 耕耕
がが がが
始始 始始
まま まま
っっ っっ
てて てて

以以 以以
来来 来来
、、 、、
人人 人人
とと とと
野野 野野
生生 生生
獣獣 獣獣

はは はは
戦戦 戦戦
いい いい
のの のの
連連 連連
続続 続続
。。 。。


